
東京湾における自然環境の保全・再生
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度
経
済
成
長
期
に
東

京
圏
へ
の
一
極
集
中

に
伴
っ
て
、
入
港
船
舶
数
や

取
扱
貨
物
量
が
膨
ら
ん
だ
東

京
港
。こ
の
東
京
港
の
拡
充
・

整
備
を
進
め
る
た
め
、
東
京

都
は
１
９
６
１
（
昭
和
36
）

年
、「
東
京
港
改
定
港
湾
計

画
」
を
策
定
。
こ
れ
に
基
づ

い
て
、
湾
岸
部
の
埋
め
立
て

が
急
速
に
進
ん
だ
。

高
東
京
湾
の
埋
立
て

渡
り
鳥
の

大
切
な
中
継
地

 

東
京
都
内
湾
岸
の
埋
め
立

て
造
成
面
積
の
約
８
割
は
、

こ
の
高
度
経
済
成
長
期
に
埋

め
立
て
ら
れ
た
も
の
。
１
９

６
９
（
昭
和
44
）
年
に
は
、

東
京
港
野
鳥
公
園
が
位
置
す

る
大
井
ふ
頭
の
埋
め
立
て
造

成
事
業
が
始
ま
っ
た
。

井
ふ
頭
の
埋
め
立
て

地
で
は
、
た
ま
っ
た

雨
水
で
、
２
つ
の
池
が
自
然

大
水
た
ま
り
か
ら

野
鳥
公
園
へ

東
京
湾
の
自
然
環
境
を

次
世
代
へ

万
１
千
名
の
署
名
を
集
め
た

結
果
、１
９
８
９
（
平
成
元
）

年
、
現
在
の
東
淡
水
池
や
潮

入
り
の
池
、
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ

ン
タ
ー
等
を
含
む
部
分
が
加

え
ら
れ
、
約
23
ヘ
ク
タ
ー
ル

に
拡
大
。
名
称
が
「
大
井
第

七
ふ
頭
公
園
」
か
ら
現
在
の

「
東
京
港
野
鳥
公
園
」
と

な
っ
た
。京

港
野
鳥
公
園
の
開

園
以
降
、
周
辺
地
域

で
は
、
自
然
環
境
を
保
全
す

る
取
り
組
み
が
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。

 

２
０
０
１
（
平
成
13
）
年
６

月
、
公
園
の
対
岸
に
あ
る
昭

和
島
の
東
京
都
下
水
道
局

森
ヶ
崎
水
再
生
セ
ン
タ
ー
の

施
設
屋
上
が
、
環
境
省
の

東

レ
ッ
ド
リ
ス
ト
で
絶
滅
危
惧

種
で
あ
る
コ
ア
ジ
サ
シ
の
営

巣
地
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が

偶
然
に
発
見
さ
れ
た
。
現
在

で
は
、
特
定
非
営
利
活
動
法

人
リ
ト
ル
タ
ー
ン
・
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
中
心
と
な
っ

て
、
水
再
生
セ
ン
タ
ー
の
職

員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
々

と
共
に
、
営
巣
地
の
整
備
と

調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
。

 
ま
た
、
昭
和
島
に
面
す
る

大
森
ふ
る
さ
と
の
浜
辺
公
園

周
辺
は
、
東
京
湾
に
お
け
る

生
物
生
息
環
境
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
形
成
す
る
重
要
な
干
潟

を
保
全
す
る
目
的
か
ら
、
２

０
０
５
（
平
成
17
）
年
12
月
、

大
田
区
で
最
初
の
特
別
緑
地

保
全
地
区
に
指
定
さ
れ
た
。

 

高
度
経
済
成
長
期
の
埋
め

立
て
造
成
に
よ
っ
て
生
ま
れ

た
２
つ
の
水
た
ま
り
。
そ
れ

が
人
々
の
手
で
自
然
環
境
の

保
全
・
再
生
を
育
む
場
へ
と

在
、
東
京
港
野
鳥
公

園
で
は
年
間
１
２
０

種
類
前
後
の
野
鳥
を
観
察
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
シ
ギ
、

チ
ヨ
ド
リ
、
カ
モ
類
と
い
っ

た
水
鳥
や
オ
オ
タ
カ
な
ど
が

公
園
に
飛
来
す
る
。
中
で

現

ワ
ー
ク
「
東
ア
ジ
ア
・
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
地
域
フ
ラ
イ

ウ
ェ
イ
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
」
に
参
加
湿
地
と
し
て
登

録
さ
れ
て
い
る
。（
２
０
１

４
年
２
月
現
在
、
世
界
12
か

国
、
計
45
箇
所
の
湿
地
が
参

加
）

 

公
園
内
の
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン

タ
ー
に
は
、
環
境
保
全
の
た

め
の
調
査
、
自
然
環
境
の
管

理
、
自
然
体
験
の
手
助
け
を

行
う
レ
ン
ジ
ャ
ー
が
駐
在
。

バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
を
は

じ
め
と
し
た
様
々
な
自
然
観

察
会
が
行
わ
れ
て
い
る
。

拡
が
っ
た
。
成
熟
社
会
の
オ

ア
シ
ス
と
し
て
、
東
京
湾
の

自
然
環
境
を
次
世
代
へ
継
承

し
て
い
き
た
い
。

も
、
南
半
球
や
熱
帯
で
越
冬

し
た
シ
ギ
、
チ
ヨ
ド
リ
が
、

繁
殖
の
た
め
に
北
に
移
動
す

る
中
継
地
と
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
同
公
園
は
、
国
際

的
な
重
要
生
息
地
ネ
ッ
ト

に
で
き
た
。
そ
し
て
、
１
９

７
１
（
昭
和
46
）
年
ご
ろ
か

ら
、
そ
の
池
に
は
、
多
く
の

野
鳥
が
集
ま
る
よ
う
に
な
っ

た
と
い
う
。

 

作
家
の
加
藤
幸
子
さ
ん
を

代
表
と
す
る
地
元
の
親
子
自

然
観
察
会
「
小
池
し
ぜ
ん
の

子
」
は
、
こ
の
池
で
自
然
観

察
会
を
定
期
的
に
開
催
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。
同
団
体
は

活
動
を
通
じ
て
、「
子
ど
も

た
ち
に
こ
の
自
然
を
残
し
た

い
」
と
い
う
思
い
を
強
く
も

つ
よ
う
に
な
り
、
自
然
観
察

会
と
並
行
し
て
、
１
９
７
３

（
昭
和
48
）
年
か
ら
自
然
保

護
活
動
を
展
開
し
た
。

 

東
京
都
と
大
田
区
の
議
会

に
対
し
、「
野
鳥
が
集
ま
る

２
つ
の
池
を
中
心
と
し
た
一

帯
の
環
境
を
保
全
し
て
ほ
し

い
」
と
請
願
書
を
提
出
。
さ

ら
に
、
大
井
ふ
頭
に
海
上
公

園
を
計
画
し
て
い
た
東
京
都

に
、「
２
つ
の
池
と
干
潟
を

含
む
エ
リ
ア
一
帯
を
自
然
公

園
に
で
き
な
い
か
」
と
提
案

し
、
話
し
合
い
を
重
ね
た
。

 

こ
の
話
し
合
い
が
実
を
結

び
、
１
９
７
８
（
昭
和
53
）

年
４
月
、
遂
に
、
現
在
の
西

淡
水
池
と
そ
の
周
辺
部
（
約

３
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
が
「
大
井

第
七
ふ
頭
公
園
」
と
し
て

オ
ー
プ
ン
。
さ
ら
に
、
約
６

【
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l

成熟社会のオアシス～守られた
　渡り鳥の中継地

42

地域には、人のいとなみが土地の記憶（地霊）として
残っています。今回は、東京湾に残る海辺の自然に
迫ります。(文・写真＝クラカタヒロシ）

東京港野鳥公園ネイチャーセンター１Fより間近に観察できる干潟。

ネイチャーセンターでは公園に集まる野鳥の紹介
のほか、東京港野鳥公園ができるまでの写真や渡
り鳥の移動のことなど分かりやすく展示されている。

東京港野鳥公園内の観察小屋は野鳥に刺激を
与えないように配慮した造りとなっている。


